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科学へジャンプ in KAGAWA	
 最終報告 
 
１．実施日	
 平成２５年１１月２４日（日）	
 １０時３０分から１５時３０分 
２．場	
 所 香川県立盲学校 
３．参加者 
（１）視覚障害児童生徒    ２６名   
（２）保護者・兄弟     ３２名・兄弟児５名 
（３）スタッフ  教職員・大学等教員 ６８名 
    学生ボランティア ３３名 
４．ワークショップ等の内容 
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５．アンケート結果   
（１）小学生 
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（２）中高生 
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（３）保護者 
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★「交通費の援助がもう少しあると助かる」との意見がありました。 
 
６．スタッフ反省会から 
（１）各ワークショップの反省 
（ＷＳ１「かたちランド」）参加者の実態がわからないまま行った。初めは参加児童

が固まってしまった。緊張しやすい子かどうかなどもう少し情報がほしい。重複児の

参加、楽しむ様子はあったが内容が難しかったのではないか。参加について考えてい

く必要がある。 
 
（ＷＳ２「どこまで届く？糸電話」）小３では内容として物足りなかったかも。対象

児によって、内容を変える必要を感じた。 
 
（ＷＳ３「からだがうごく仕組みを調べよう」）小４児は、手羽先について学習した

ことがあるので物足りなかったのではないだろうか。中高生のグループの方はよく活
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動できていた。 
 
（ＷＳ４「長く回り続けるコマを作ろう」）計画した内容が、子どもの様子を見て多

かったと感じ、減らすなどをして実施した。出来たコマを楽しんで回す姿が見られた。 
 
（ＷＳ６「電池ってどんなもの？」）弱視の子で両手を操作して組み立てることが難

しい子がいた。日常生活の中で取り組む必要を感じた。 
 
（ＷＳ７「モーターを作ろう」）事前に子どもの様子がもう少しわかったらよかった。

午前と午後の参加者の実態の差を感じた。 
 
（ＷＳ８「骨は語る」）午前のワークショップでは、イヌ科の動物の骨を触ってもら

った。実物の骨を使うとこのようなたくさんの勉強ができることを学生さんたちにも

わかってもらえたのではないか。 
 
（ＷＳ１１「どうすれば液体を固まらせるか？」）[略]…学習のねらいは伝えることが
できたのではないかと思う。 
 
（ＷＳ１２「鳥の形と大きさ」）鳥の模型はタッチカービングというもので、触察用

に作られたもの。千葉県の内山さんが作っている。輸送費を負担すれば貸してもらう

ことができる。 
 
（きょうだい児企画）子どもがはじめから緊張をしていた。やはり子どもは緊張をし

て参加すると思うので、その辺を考えて次は内容を考えていきたい。一人がアイマス

クをして触る、周囲の人は言葉で伝える、このことを自分のきょうだいにしてほしい

と思い行ったが、最後に難しかったという感想があったので、次回は考えていきたい。 
 
（保護者企画）全部で４２名、内保護者は３２名。ファンさんは兄弟５人、内３人が

全盲。日本のような盲学校をベトナムでつくりたいといっていた。本人は、３０分し

か話せないといったが、実際は６０分話すことができた。 
 
（２）重複生の参加について 
●重複でも指示に従って活動できる、他の子どもたちと一緒に参加できる子どもたち

参加できるのでは。東京のワークショップで博物館の人にワークショップをもっても

らったことがあった。素晴らしいワークショップであったが、遅れのある子どもたち

にとっては難しく、終わった後、大変であったと感想を言っていた。博物館の内容は

基礎の身についた人が参加するのがよい。博物館は重複でない子で、少し遅れのある

子は盲学校の先生のワークショップに参加するほうがよい。 
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●鳥取からも参加があったが、その子が楽しく参加できたのであればよい。 
ネットワークの構築の会が行われているが、科学へジャンプだけでなく、その他にも

中四国でネットワークを広げていきたい。 
 
（３）来年度の開催について 
●広島中央は１００周年行事のため辞退したいという話があった。来年は中国に戻る

かどうか。松山はどうか。 
校長会にも来年の開催について働きかけていく。交通費の補助を一律５千円とした。 
 
●松山では、科学へジャンプについてあまり職員には知られていない。話をしてくれ

てもいいが、私の立場ではなんともいえない。 
 
●校長会から５万円の補助をもらってとても助かっている。来年も続けてほしいと文

部科学省の方も言っている（吉田調査官）ので、お墨付きの行事である。科学へジャ

ンプは寄付金で動いている。続けていくために寄付をぜひ集めてほしい。 
何年か行っている人は、毎年の内容に反省を加えて素晴らしいワークショップをおこ

なっている。今年初めて担当した人は、内容の検討をして、来年もぜひ行ってほしい。 
 

（文責	
 牟田口辰己） 


